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図１：Vela 超新星残骸のスキャ

ン 
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研究成果概要 
 
Vela 超新星残骸は太陽系に最も近い超新星残骸

のひとつであり約 1 万年前に爆発したと推定さ

れる。広がりは月の約 10 倍であり（5 度）中心

にはパルサーが存在している。CANGAROO－

III は 2006年に 3か月にわたりこの天体のスキ

ャン観測を行った。図１に示す点線の５つの円

がスキャン時のそれぞれの望遠鏡の視野であ

る。白い等高線で示されるのは X 線観測による

超新星残骸である。図１のカラーマップがガン

マ線観測の結果であり細かい構造とともに残骸

全体にわたる平らなガンマ線放射が観測され

た。 
図 2 に示す結果は、PSR B1706-44 と呼ばれる

パルサーのまわりからのガンマ線放射である。

中心のパルサーからの放射は見られず広がった

放射のみが見られている。 
いずれの領域も銀画面上にあり必ずしもこれら

の天体からの放射とは同定はできないので更な

る研究が必要であると考えられる。 
他に本年度は系統的な AGN の研究、分子雲と

相互作用する超新星残骸からのガンマ線探査な

ども行われ、報告まじかである。 
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図２：PSR B1706-44 領域 

 


